
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 7月20日号  

制作・発行：㈱BSO 支援企画部 

TEL：(06)6351-5836 

情報てんこもりは、弊社の協働活動（受託事業・企画事業・出版事業）のタイムリーな情報をいち早く多くの方々に知っていただく

為に発信しております。（お問い合わせはｓｈｉｅｎｋｉｋａｋｕ＠ｂｓｏ．ｃｏ．ｊｐまで） 

詳しい記事やその他の情報は、ＢＳＯのホームページ http://www.bso.co.jp へ 

～ タイムリーな情報を、いち早く皆様にお知らせします ～ 

◆ベトナム視察交流会 参加者募集中！ 
 ベトナム社会で「豊かさの創造と満喫」に挑戦している姿を感

じる視察にします。現地経営者との交流会をはじめ、ベトナムの

変化を現地で実際に察知し、今後の我々の経営戦略検討の要素と

して捉える機会にしたいと思います。ご興味のある方は、ぜひお

問合わせください。 

◆日 程：平成３０年１０月５日（金）～ 

１０月７日（日）※８日（月・祝）日本着  

◆会 費：一人当たり１０万円（メンバーは７万円） 

※現地宿泊費、団体行動での移動・食事等含む   

※航空券は含まれておりません。手配は各自でお願い

いたします。ＢＳＯで手配も可能です。 

◆問合せ：㈱BSO高松支社 087—826-0251 鳥井まで 

 

◆新商品のご紹介（わたし菜園） 

株式会社ダイドーハント（大阪）が卓上型のＬＥＤ水耕

栽培器「わたし菜園」を開発しました。ダイドーハントは

主に建築金物の製造・販売をしている会社ですが、新しい

分野に挑戦し、約２年の研究・開発をかけ、今年４月より

販売しています。 

「わたし菜園」は太陽の代わりにＬＥＤを使い、気象の

影響を受けにくく、約４５日で収穫可能になります。また、

土を使わないため、虫もつきにくいです。自分の部屋や、

オフィスなど、様々な 

スペースで栽培するこ 

とができます。自分で 

育てる楽しみ、収穫の 

喜びを感じることがで 

きる商品になります。 

詳細は下記ＷＥＢサイトご覧ください。 

http://daidohant.com/saien/ 

 

◆ベトナムでの活動・貿易事業に取り組んでいます！ 

 近年、急激にベトナムとのビジネスが増えてきています。ＢＳ

Ｏでも様々な案件に取り組んでいます。これからの日本の人口不

足を見据えた、高度人財の育成・紹介事業、ベトナムでの製造工

場設立、ベトナム企業とのマッチング等、色々と挑戦しています。 

また、ＢＳＯのグループ会社である有限会社流通企画研究所

（ＩＳＰ）はベトナムとの貿易事業を中心に活動しています。特

に、ベトナムでは日本製が好まれており、ベトナムへの輸出が多

いです。ベトナムでの商品展開や、輸出入（日本⇔ベトナム）に

ご興味のある方はぜひ一度ＩＳＰまでお問合せください。 

≪問合せ先≫ 

有限会社流通企画研究所（ＩＳＰ） 

ＴＥＬ：０６－６３５１－５８３６（㈱ＢＳＯ内） 

 

◆ＢＳＯ出版物のご紹介 

◎仕事辞典～産業人の常識と仕事の基本１００選 

“産業人”として身につけておくべき基本となる考え方

や仕事の実務的ノウハウについて重要テーマを１００厳

選したものです。新入社員からすでに活躍されている人

にとってもツールとして活用いただける１冊です。 

◎企業理念 

企業理念の必要性・創り方・展開の仕方を各社の特色あ

る「事例」を元に紹介しています。どのような企業理念

をどのように創るべきかを考えるための参考書としての

活用や、いかに企業理念が重要な役割を果たすかという

ことを理解していただける１冊になっています。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ＢＳＯでは出版物発行だけでなく、大阪・鹿児島・高松

で相互啓発の場、経営技術習得の場、人財育成の場など

の研究会を開催しています。特に人財育成では、役割を

果たせる人財に変身することを目指しています。 

◆考働基本 
 ７：２：１の原則が基本である。「７」は今を生きるためにする

考働、「２」は明日のための考働、「１」は将来のための考働であ

る。そのうち、「２：１」は環境変化に適応する挑戦である。過去

の延長では、環境変化に適応できず、財産の食いつぶしにしかな

らない。過去の財産は、未来の投資原資でなければならない。挑

戦は、変化する環境適応のもとで役割を果たすための深化（しん

か）と拡散である。明るい将来のためには、７：２：１の原則を

意識し、考働することに挑戦したい。         （西山） 

 

http://daidohant.com/saien/

